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• 講師（allWebクリエイター塾  jQuery Mobile担当講師など）

• その他、Webに関する記事や講演など
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What is mobile?
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モバイルの現状と予測
• 現在

- 2010年第4四半期に出荷台数がPCを超えた

- 日本では既にモバイルからのインターネット利用者が82.6%

- 現在のスマートフォンの普及率は10％（去年は5％）

• 2015年予測

- 世界のモバイル市場でスマートフォンのシェアが4割強に

- 日本は54％と予測されている

- スマートフォンのトラフィックがPCのトラフィックを超える



ポストPC時代の幕開け



何を作ればいいのか？
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単にPCサイトをモバイル
向けにするだけでは不十分



PCの特徴

• 大きなスクリーン

• ポインタ操作

• リラックスした環境

• 高速で安定した回線

Photo: http://www.flickr.com/photos/blakespot/5263917715/
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モバイルの特徴

• 小さなスクリーン

• タッチ操作

• 何かをしながらの行動

• 低速で不安定な回線



モバイルは多くの点でPC

とは違う



Mobile First

• モバイルサイトを先に作るということ
ではない

• モバイルの制約を逆に強みにして、提
供するコンテンツにフォーカスするこ
と



モバイルの特徴
小さなスクリーン

• 限られたスペースしかないので、どのコ
ンテンツを優先して提供すべきか考え
るきっかけになる

• 何を提供したいのか？

• ユーザーは何を求めているのか？



モバイルの特徴
タッチ操作

• 直感的で分かりやすい操作方法

• タッチしやすいようなボタンの大きさ
や間違えてタッチしないようなスペース
の確保

• 片手でも操作しやすいようなUIの配置



モバイルの特徴
何かをしながらの行動

• ユーザーに身近であるからこそユーザー
の利用シーンや時間の概念が加わる

• ユーザーは目的を叶えるために何らかの
情報を得ようとする

• コンテキストを反映することで新しい
ニーズの発掘や高い広告効果



モバイルの特徴
低速で不安定な回線

• 即時性のあるコンテンツ

• 低スペックなモバイルを意識すること
により、多くのデバイスでスピードを保
証できる



Mobile First

• ユーザーに何を提供すべきかというコ
ンテンツ中心の考え方

• どんなコンテンツを提供するかは、経
営者やデザイナー、デベロッパーを含
めたコミュニケーションが必要



モバイルは、制限だけではなく
HTML5などの新しい機能が使える

• もともと各ベンダーはHTML5を積極的に実装
している

• 新しいデバイスなのでレガシーな環境が少ない

• ほとんどがWebkitベースのブラウザ

• HTML5をPCよりも、より積極的に使っていけ
る



現在、モバイルで
利用できるHTML5の機能

• Geolocation（位置情報）

• Canvas（2Dグラフィックス）

• Web Storage（データのローカル保存）

• CSS3（リッチな表現）

• Application Cache（オフラインアプリケー
ション）



今後、モバイルで
充実していくHTML5の機能
• WebSocket（リアルタイム双方向通信）

• WebGL（3Dグラフィックス）

• IndexedDB（ローカルデータベース）

• File API（ファイル操作）

• Device API（カメラや電話帳へのアクセス）



新しい機能がすべての
デバイスで利用できるとは

限らない



機能が制限されるデバイス・環境

• PCのレガシーなブラウザ

• フィーチャーフォン

• TVやカーナビ、その他の家電などの今後
新しく出てくるデバイス

• 最新の機能は、スマートフォンでも実装が
マチマチ



すべてのデバイスで
実装されている機能しか
使えないのか？



Progressive Enhancement



これまでの制作アプローチ

• Regressive Enhancement

• すべてのデバイスで同じ見た目、同じ
機能を提供する

• すべてのデバイスで実装されている機能
しか利用できない



Progressive Enhancement

• レガシーなデバイスに基本的な機能を
提供し、リッチなデバイスには、より
先進的な機能を提供する

• デバイスに合わせた使い勝手や見た目



Progressive Enhancementの流れ

1. HTMLで基本的な構造を作り

2. CSSで見た目を整え

3. JavaScriptで動きを加える



見た目は落ちるが、基本的
な機能が利用できる

JavaScript ON JavaScript OFF

（jQuery Mobileの例）



進化の早いモバイルでは、
使えるものから使っていくこと

が重要



もうひとつの
制作アプローチ



Responsive Web Design



多様なスクリーンサイズに
対応しなければならない

• スマートフォン

• タブレット

• テレビなどその他の端末

• 端末の向きが縦と横でスクリーンサイ
ズも変化する



すべのスクリーンサイズでそれ
ぞれ個別に対応するのは現実的

ではない



PCサイズ

http://www.alistapart.com/d/responsive-web-design/ex/ex-site-flexible.html
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タブレットサイズ



スマートフォンサイズ



スクリーンサイズによって
スタイルを切り替える

• Media Queriesでスタイルを切り替える

@media all and (max-device-width: 320px) {

  /* style */

}

• フレキシブルなレイアウトで細かいスクリーンサイズ
の違いを吸収する

.left { width: 40%; float: left }

.right { width: 60%; float: right}



モバイルサイトの事例紹介



モバイル専用サイトの例

http://www.imdb.com/
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モバイル専用サイトの例

http://www.imdb.com/

• 既存のコンテンツとは違う
コンテンツ、UXを提供する

• 最新トレーラー映像が消
え、人気のあるタイトル、
人気のある俳優、Top News

のみを表示

• モバイルのニーズに合わせ
たコンテンツ

http://www.imdb.com/
http://www.imdb.com/


Responsive Web Designの例

http://www.w3.org/
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http://www.w3.org/

Responsive Web Designの例
• 既存のコンテンツと基本的に
同じものを提供するが、モバイ
ルに合わせて見た目を整える

• サイドメニューが消え、主要な
記事のみを表示

• 基本的な構成要素は変わらな
い

http://www.w3.org/
http://www.w3.org/


既存のサイトをモバイル対応にする例

http://www.apple.com/jp/
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既存のサイトをモバイル対応にする例

http://www.apple.com/jp/

各メニューがすべてタッチパネルに

http://www.apple.com/jp/
http://www.apple.com/jp/


既存のサイトをモバイル対応にする例

http://www.apple.com/jp/

• 既存のコンテンツとまったく同
じものを提供するが、タッチイ
ンターフェースに合わせたUI

• メニューは、パネルになってお
り、最初からタッチインター
フェースに合わせたデザインに
なっている

http://www.apple.com/jp/
http://www.apple.com/jp/


どういった方法でモバイルに
対応するかはコンテンツと
ユーザーのニーズ次第



まとめ



モバイルサイト制作について
1. Mobile Firstでコンテンツを考える

2. HTML5などの新しい機能による新たなニーズの
発掘

3. Progressive EnhancementやResponsive Web Design

などを取り入れて柔軟なサイト作り

4. コミュニケーションを促進して継続的に取り組
む



モバイルサイト制作について
• 多彩な手法やフレームワーク・ツールな
どが出てくるのはいろいろと試行錯誤し
ているから

• 試行錯誤の状態だからこそチャンスがあ
る

• チャレンジ！



Thank You!!
Toru Yoshikawa ( @yoshikawa_t)


